
 

 

 
平成 23 年 11 月 9 日 

各 位 
 

会 社 名 株式会社東京會舘 
代 表 者 名 代表取締役社長 藤原 幸弘 
（コード番号 ９７０１ 東証第二部） 
問 合 せ 先 経理部長    鈴木 輝伯 
（ＴＥＬ．０３－３２１５－２１１１） 

 
特別利益及特別利益及特別利益及特別利益及びびびび特別損失特別損失特別損失特別損失のののの計上計上計上計上にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    

 
当社は、平成 24 年３月期第３四半期において、特別利益及び特別損失を計上することが
見込まれるので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
 
１．特別利益の計上（連結） 
 
平成 23 年５月 13日開催の取締役会決議に基づき､平成 23 年 10 月１日を効力発生日とし
て､当社の 100％出資の連結子会社であった東京會舘食品株式会社及び 100％出資の非連結
子会社であった千代田産業株式会社を吸収合併いたしました。本合併に関する会計処理に
つきましては、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 20 年 12 月 26
日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適
用指針第 10 号 平成 20年 12 月 26 日）に基づき､共通支配下の取引等として会計処理を行
います。これに伴い、当社の連結財務諸表上、非連結子会社であった千代田産業株式会社
の減少株主資本が同社株式の帳簿価額を約 35 百万円上回るため、特別利益（抱合せ株式消
滅差益）として計上する予定です。 
 
 

２．特別利益及び特別損失の計上（個別） 
 
上記の合併に伴い、当社の財務諸表上、東京會舘食品株式会社対する長期営業債権に係
る貸倒引当金の戻入額 24 百万円を特別利益として計上する予定です。また、連結子会社で
あった東京會舘食品株式会社及び非連結子会社であった千代田産業株式会社の減少株主資
本が、当該二社の株式の帳簿価額を約 33 百万円下回るため特別損失（抱合せ株式消滅差損）
として計上する予定です。 
 
 
３．業績への影響 
 
上記の特別利益及び特別損失は、本日（平成 23年 11 月９日）別途公表しております「決
算短信（連結）３．業績予想」に織込み済みです。 
 
 

以 上 


